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◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
に

急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス

性
の
感
染
症
で
す
。
長
期
間
免
疫
が
成

立
し
な
い
た
め
何
度
も
か
か
り
ま
す
。

　
主
に
冬
場
に
多
発
し
、

１１
月
頃
か
ら

流
行
が
は
じ
ま
り

１２
〜
２
月
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
が
、
年
間
を
通
し
て
発
生

し
ま
す
。
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
は
人
の
腸
管
内
の
み

で
す
が
、
乾
燥
や
熱
に
も
強
い
う
え
に

自
然
環
境
下
で
も
長
期
間
生
存
が
可
能

で
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
少
量

の
ウ
イ
ル
ス
（

１０
〜
１
０
０
個
）
で
も
感

染
・
発
症
し
ま
す
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
体
内
に
入
っ
た
後
、

小
腸
の
上
皮
細
胞
で
増
殖
し
、
胃
の
運

動
神
経
の
低
下
・
麻
痺
が
伴
う
た
め
に

「
腹
痛
・
下
痢
・
吐
き
気
・
嘔
吐
」
の

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
潜
伏
期
間

は
１２
〜

４８
時
間
で
す
。

　
胃
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
嘔
吐
も

し
く
は
吐
き
気
が
突
然
、
強
烈
に
起
き

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
発
熱
は
約

３７
〜

３８
℃
の
軽
度
で
、
大

人
で
は
吐
き
気
や
腹
部
膨
満
感
と
い
っ

た
症
状
が
強
い
よ
う
で
す
。
発
症
後
、

通
常
で
あ
れ
ば
１
〜
２
日
程
度
で
症
状

は
治
ま
り
ま
す
。

　
下
痢
は
水
様
性
で
、
重
症
例
で
は
１

日
に
十
数
回
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
通
常

は
２
〜
３
回
で
治
ま
り
ま
す
。
そ
の
他

の
症
状
と
し
て
は
、
発
熱
の
ほ
か
、
筋

肉
痛
、
頭
痛
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
な
く
、
い
ず
れ

も
軽
症
で
す
。

◆
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
処
法

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
有
効
な
坑
ウ
イ

ル
ス
剤
が
な
く
、
対
症
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
が
感
染
す
る
と
「
脱
水
症
状
」

に
な
り
や
す
い
の
で
、
症
状
が
落
ち
着

い
た
時
に
、
少
し
ず
つ
水
分
補
給
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
の
場
合
、
ジ

ュ
ー
ス
や
牛
乳
な
ど
濃
い
飲
み
物
を
与

え
た
り
、
一
気
に
飲
ま
せ
る
と
吐
き
戻

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
病

院
で
点
滴
を
行
う
な
ど
の
治
療
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
下
痢
症
状
が
ひ

ど
い
か
ら
と
い
っ
て
、
強
い
下
痢
止
め

を
服
用
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
腸
管
内

に
溜
ま
り
、
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま

た
嘔
吐
物
に
よ
っ
て
気
道
が
塞
が
り
「
窒

息
」
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
よ

く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
適
切
な
汚
物
の
処
理
方
法

　
汚
物
（
嘔
吐
物
や
排
泄
物
）
に
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て

「
す
ば
や
く
」「
適
切
に
」
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

・
使
い
捨
て
の
手
袋
、ガ
ウ
ン（
エ
プ
ロ
ン
）、

マ
ス
ク
な
ど
を
着
用
す
る
こ
と
。

・
処
理
す
る
人
以
外
は
、
汚
物
に
近
づ

か
な
い
こ
と
。

・
効
果
的
な
消
毒
液
を
使
う
こ
と
。

・
十
分
に
換
気
す
る
こ
と
。

・
ウ
イ
ル
ス
は
広
く
飛
散
し
、
高
く
舞

い
上
が
る
た
め
、
広
範
囲
の
壁
や
床

を
洗
浄
す
る
こ
と
。

・
処
理
後
に
は
手
洗
い
を
２
度
行
い
、

う
が
い
を
す
る
こ
と
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

健

知

袋

康

恵

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を

消毒液はペットボトルで簡単につくれます

台所用塩素系漂白剤を原液とした場合の作り方
【通常のお掃除用】

キャップ１杯弱

１Ｌのペットボトルに水を入れ、

キャップ１杯（５ｍｌ）の漂白剤を

加える

1L

500ml

約0.02%

【汚染がひどい場所用】

キャップ2杯

５００ｍｌのペットボトルに水を入

れ、キャップ２杯（１０ｍｌ）の漂

白剤を加える

約0.1%

※家庭用塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム濃度5％）を原液とした場合。


